
報道機関の皆さんへお知らせ 

報道発表資料の配付日時 ８月１２日（火）15 時 00 分 

標 題 令和７年度北海道指導農業士現地研修会の開催について 

日 時 令和７年８月１９日(火)13:00 ～２０日（水）12:45 

場 所 渡島総合振興局管内及び檜山振興局管内 

内 容 

 農業の担い手育成や効率的な農業経営の先進事例を学ぶとともに、指

導農業士相互の情報交換による資質の向上を目的に、北海道指導農業士

現地研修会を開催します。 

記 

１ 主 催  北海道指導農業士協会 

２ 協 力  渡島管内指導農業士・農業士会、檜山管内指導農業士・

農業士会、函館市、北斗市、七飯町、知内町、厚沢部町、

ＪＡ新はこだて、ＪＡ函館市亀田、ＪＡ今金町 

３ 主な内容 

（１）開会式〈８月 19 日 13:00～13:40〉 

   北斗市農業振興センター（北斗市東前 74 番地の２） 

（２）農場及び農業関係施設視察〈８月 19 日 14:30 ～20 日 12:45〉 

◆１日目 しりうち地域産業担い手センター、大嶋農場（知内町） 

◆２日目  

【水稲・畑作・野菜コース】 

前田農場（厚沢部町、野菜）、冨樫農場（北斗市、水稲・畑作） 

【酪農・花きコース】 

山川牧場（七飯町、酪農）、久保田牧場（七飯町、酪農）、藤田農場 

（七飯町、花き） 

４ 参加者 約 70 名 

北海道指導農業士、関係機関等 

取材に当たっ

て の お 願 い 

・日程は別添のとおり 

・資料等は北斗市農業振興センターで受付時に配布します。 

・取材や資料を希望される場合は、８月 18 日（月）12 時までに以下の

いずれかの担当へ電話で連絡をお願いします。 

他 の ク ラ ブ 

と の 関 係 

本庁記者クラブと同時発表 

 

連 絡 先 

農政部生産振興局技術普及課（担当者：七社、三丈、安孫子） 

ＴＥＬ 011-204-5385（直通） 内線 27-807 

渡島総合振興局産業振興部農務課 （担当者：稲葉、井口） 

ＴＥＬ 0138-47-9064（直通） 内線 2700 
 

配布形式  電子☑・紙□ 渡島総合振興局 ＨＰ掲載  有□・無☑ 
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令和7年度北海道指導農業士現地研修会行程
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○ 北海道指導農業士とは
地域農業を守り、農村社会を活性化するためには、新規就農希望者を積極的に受け入れ、育てていく

ことが大切です。

このため、道では、研修生の受入や農業経営、農家生活についての指導など、新たな農業担い手の

育成に尽力され、また、地域農業の振興や農村生活の向上のための助言、協力を積極的に行っていた

だける方々を、「北海道指導農業士」として認定しています。

令和６年12月末現在で1,258名（女性96名）が認定されています。

○ 北海道指導農業士の役割

農業の担い手になろうとする者の研修受入、指導、助言を行うとともに、道、市町村、農協等

が行う次の事項について協力します。

１ 新規就農希望者の研修受入及び新規就農者の定着の促進

２ 女性農業者や青年農業者等への活動支援及び資質向上

３ 地域農業の振興及び農村生活の向上

【北海道指導農業士の概要】


